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3．　諸階層の生活意識
　〔生活意識諸要素の構造〕
　私たちの分析の中心課題は，生活階層帰属意識としての「中」層意識である。前稿にお
いて我々は，この「中」層意識が，どんな社会的地位と相関するのかみてきた。そこから
我々は，「中」意識が境界のはっきりしない形で，あらゆる収入階層，職業階層にみられる
ということと同時に，それぞれの階層的地位に生活階層帰属意識における一定の傾向的な
特色が観察されることを明らかにした。いいかえれば，「中」層帰属意識の分布の仕方に
各地位指標と結びついた一定の特色がみられる事を明らかにした。
　更に，これらの関連の中から，「中」層帰属意識に一定の非連続性が存在する事を明らか
にした。もっとも顕著な点は，「中の中」以上層と「中の下」以下層の間に，くらし水準の
平均ないし人並みをこえているか否かという事を巡っての質的な差異があるということが
わかった。また，「中の上Jと「中の中」，「中の下」と「下」にそれぞれ掃属する人たちのあいだ
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にも，同様に，くらしの実態の点で差異があるといってよさそうであった。すなわち，前者
においては少数の豊かな人たちと人並みレベルをこえてはいるが中間的，境界的なレベル
のくらしをしている人たちの差異があり，後者においては，人並み基準以下のくらしだが，
中間的・境界的なくらしを営むものと，少数の貧しい入たちの差異がみてとれた。量的に
は，この二つの中間的なレベルのくらしをしている人たちが，我々のサンプルの大多数を
しめているものであり，これこそがまさに問題の「中」層の内実をなしている者に他なら
ない。
　本稿の課題は，こうした「中」層帰属意識と階層的地位との相関の解明を前提としてこ
の帰属意識と生活意識との関連を明らかにし，中流意識の内容を記述してみようというも
のである。すでに明らかなように，「中」層帰属意識は，階級・階層としての中間階級と
区別されるべきものであるし，特定の区別されるべき生活様式を営んでいる社会階層とし
ての二流階級こというようなものでもない。それ自体，客観的な何らかの社会諸関係上
の地位ではなくて，人々が抱く主観的な社会意識である。そのかぎりではむしろ実体的な
ものではないというべきかもしれない。したがって，すでに分析したところの，職業階層
上の地位との関連でいえば，各職業階層の人々が，どれほど「中」層として自己を位置づ
けることになっているか，という「中間」層（意識）化の問題というべきものである。こ
うして，この「中間」層化の問題は，どのような生活意識のあり方と相関するのかが問わ
れることになる。
　しかし，私がここでとりあげえた生活意識はきわめて限定されたもので，いわゆる生活
満足意識を四つの生活領域についてみたものが主要なものであり，それに若干の生活態度
を示す生活価値観などがつけ加えられているにすぎない。（表1～表9）
表1の1
　　　あなたは，現在のお宅
　のくらしむきに満足して
　いますか。それとも不満
　ですか。
（人） （％）
1．非常に満足している 6 1．1
　　　　　　　　　　　→SQ1へ2．まあ満足している
310 57．9
3．どちらともいえない 97 18．1
4．少し不満である 98 18．3　　　　　　　　　　　→SQ2へT．非常に不満である 19 3．6
回　答　な　し 5 1．0
計 535 100．0
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表1の2
SQ　1．では，満足の理由は
　　　なんでしょうか。
（人） （％）
1．経済的に恵まれているから 3 1．0
2．上を見てもきりがないから 73 22．6
3．せいいっぱい働いて得た生活だから 138 42．7
4．人並の生活だから 95 29．4
5．将来よくなる見通しがあるから 13 4．0
6，その他（具体的に　　　　　　　） 1 0．3? 323 100．0
表1の3
SQ　2．では不満の理由はな
　　　んでしょうか。
（人） （％）
1．生活が苦しいから 39 28．7
2．上には上の生活があるから 17 12．5
3．せいいっぱい働いてもむくわれない@から
32 23．5
4．人並の生活ではないから 7 5．1
5．将来の生活に不安があるから 37 27．2
6．その他 4 3．0
計 136 100．0
表2　あなたは，現在の収入に満足して
　　いますか。それとも不満ですか。
（人） （％）
1．非常に満足している 3 0．6
2．まあ満足している 169 31．6
3．どちらともいえない 104 19．4
4．少し不満である 209 39．1
5．非常に不満である 40 7．5
回　答　な　し 10 L9? 535 100．0
表3　あなたは今の余暇に満足していま
　　すか。それとも不満ですか。
（人） （％〉
1．非常に満足している 6 1．1
2．まあ満足している 228 42．6
3．どちらともいえない 131 24．5
4．少し不満である 126 23．6
5．非常に不満である 32 6．0
回　答　な　し 12 2．3? 535 100．0
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表4　あなたは現在のご自分の仕事に満
　　足していますか。それとも不満です
　　か。
（人） （％）
1．非常に満足している 59 11．0
2．まあ満足している 278 52．0
3．どちらともいえない 89 16．6
4．少し不満である 82 15．3
5．非常に不満である 15 2．8
回　答　な　し 12 2．3? 535 100．G
表5　では，あなたが受けられた掌歴に
　　満足していますか。それとも不満で
　　すか。
（人） （％）
1．非常に満足している 18 3．4
2，まあ満足している 175 32．7
3，どちらともいえない 83 15．5
4．少し不満である 175 32．7
5．非常に不満である 73 13．6
回　答　な　し 11 2．1? 535 100．0
表6　いま仮に，次にあげるような5っの生活があった
　　場合，あなたはどの生活を望みますか。
（人） （％）
9．21．衣食住などの面で物に恵まれた生活 49
2．公害・事故や疾病などのない安心で
@　きる生活
249 46．5
3．社会的な地位や名誉のぞなわった生
@活
16 3．0 一
25．04．自分の趣味や教養を高める機会に恵@　まれた生活
134
5．友人や知人に恵まれた生活 60 11．2
回　　答　　な　　し 27 5．1
? 535 100．0
一私志向80．7％
社会志向　14．2％
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表7　次のような仕事と余暇についての意見のなかで，
　　あなたのお考えにもつとも近いのはどれですか。
（人） （％）
1，仕事よりも余暇のなかに生きがいを
@感じる
7 1．3
2．f1＝事は適当にかたづけて，できるだ
@け余暇を楽しむ 14 2．6
3．仕事にも余暇にも同じくらい力を入
@れる
64 12．0
4．余暇も適当に楽しむが，仕事の方に
@力を入れる 391 73．1
5，仕事こそ生きがいだから，仕事に全
@力を傾ける 53 9．9
回　　答　　な　　し 6 L1
計 535 100．0
余暇志向　15．9％
仕事志向　83，0％
表8　これからのことを考えると現在，どのよう
　　なくらしをしたいと思いますか。次のなかか
　　ら，あなたのお考えにいちばん近いものをあ
　　げてください。
（人） ｛％）
1．将来も現在以上に生活は楽になるだ
@ろうが，先のことを考えて今はなる
@べく自重したい
ユ96 36．6@　：
2．将来も現在以上に生活は楽になるだ
@　ろうから，先のことはあまり心配し
@　ないで今の生活を大いに楽しみたい
42 7．9
?????
3．将来大したくらしができるとは思わ
@　ないから，今はできるだけのことを
@　して楽しみたい
94 17．6
4．将来大したくらしができるとは思わ
@　ないが，そうかといって今のくらし
@　を楽しむという気にもなれない
18634．8
．一一一一一．：
?〕??
回　　答　　な　　し 17 3．5
? 535100．0
トー楽観的認知　44．5％
エンジョイ志向　25．5％
自重志向　71．4％
」一　悲観fi勺彦忍矢0　　52．4％
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表9　日本人全体の生活を5つの階層に分け
　　た場合，あなたは自分がどの階層に属す
　　ると思いますか。
（人） （％）
1．上 3 0．6
2．中の上 57 10．7
3，中の中 253 47．3
4．中の下 186 34．8
5．下 26 4．9
回答なし 10 1．9
計 535 100．0
　表1～表9にみるように，全体としてみれば，ほぼ60％の人がくらしむきに満足し，約
60％の人が「中の上」もしくは「中の中」に属するとしている。これに対し，約40％の入
が「どちらともいえない」を含め，くらしむきに満足できないでおり，約40％の人が「中
の下」「下」に帰属するとしている。各満足要素の単純集計をみると，収入に対しては何ら
かの満足を示す人は32％であるのに対し，必ずしも満足しえぬ人は66％に達し，基本的に
収入にはかなりの不満がひろがっていることがうかがわれる。これに対し仕事領域につい
ては，63％が満足して，満足の高さをうかがわせる。しかし，余暇については約44％が満
足を示すにとどまっている。くらしむきに満足を示し，「中の中」以上に属するとする人
はそれぞれ60％に達し，また仕事に満足する人も6割をこえている。しかし，収入につい
ての非満足は大きく，余暇に対する非満足もかなりな状態に達しているといえよう。
　単純集計表からみるかぎり，くらしむきに対して満足している人の満足理由は，「上を
みてもきりがない」とか，「人並の生活だから」と他者と比較してまあ満足だと考えるか
（満足する人の52％），あるいは「せいいっぱい働いてえた生活だから」（42．7％）とする
ところに集中している。経済的に恵まれているとか，将来よくなるというように，くらし
が絶対的に豊かであるとか豊かになるだろうという事で満足しているわけではなさそうだ。
しかし，「くらしむきに不満」である人の理由は，むしろ正反対である。「生活が苦しい」
「将来生活に不安がある」というように，生活の苦しさをあげている人が56％をしめ，つ
いで，「せいいっぱい働いてもむくわれない」（23．5％）とのべて，他者と比較して人並み
でないからという判断をあげているのは，17％であるにすぎない。ここからすると，生活
にまあ満足する人とそうでない人の間には，何らかの生活のミニマムな水準をこえている
かどうかという判断において相異があるのではないかと思われる。このミニマムな水準と
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は例えば収入でいえばどの程度になるのであろうか，また仕事でいえばどんな職業階層の
仕事になるのかなどは後述しよう。いいかえれば，一定なミニマムな豊かさ＝貧しさの水
準をこえて，あるいは仕事や余暇の満足の一定水準をこえてはじめてくらしむきにまあ満
足しうるといえるようである。その上で，第二に，他者と比較して人並みだからという形
でまあ満足するというところに，くらしむきの満足のあり方がうかがえる。
　また，生活態度をみてみると，まず，我々のサンプルである年令層一親の世代が，きわ
だって仕事志向である事がわかる。83％の人が余暇よりも仕事に重みをおくというζとは，
親たちの世代にとって仕事志向は疑いの余地のない支配的態度であり，仕事志向が自明の
価値志向であり，規範化しているであろう事を十分に示唆しているといえよう。しかし，
同時にこの仕事志向は必ずしも余暇への意味づけを排除するものではなく，「余暇も適当
に楽しむ」ものである事は戦前の労働規範と区別される点であろう。余暇のもつ意味は意
外に大きく何らかの程度で「余暇を楽しむ」としている入の合計は90％に達する。
　また，希望する生活イメージをみてみると，「安心できる生活」「趣味・教養を高める生
活」など私的な生活場面での要求充足を志向すると思われるものが80％をこえ，これに対
し，「社会的地位・名誉」「友人・知人」などの社会的な生活場面での豊かさを求める志向
は14．2％にすぎない。また，最低限の物質的ニーズ充足を望む人は9．2％にすぎず，「公害・
疾病のない安心できる生活」という安定した生活を希望する生活イメージを描く人が46．5
％とほぼ半数をしめている事は，まあ満足する生活のイメージとしても決して余裕のある
豊かさというものではないのではないかと思わせる。　　　　　　，
　また，将来も現在以上によくなるだろうと考える人は44．5％をしめるが，52％は，将来
も大したくらしができるとは思わないと考えて，過半の人が現在の生活も将来の展望も楽
だとは考えていない事を示している。そして，仮りに将来よくなるとしても現在を楽しむ
とは考えにくく「自重したいJ（36％）とし，将来も楽になるまいと考えて，かつ楽しむ気
になれない人を加えると，70％の人がつつましく暮らすことを志向している。
　以上，単純集計表のかぎりで小手すれば，6割の人がくらしむきにまあ満足し，「中の中」
以上に帰属するとしている。各生活領域の満足については，収入については全体として
不満が目立つのに対して，仕事については満足する人が多く，また，余暇も必ずしも多
くの人が満足しているとはいいかねる。しかし，後述するように，余暇満足は特定の層
について重要な作用をしている。くらしむきにまあ満足といっても，個別的には仕事満足
一205一
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が目立ち，80％の人が仕事志向によって生活を律し，つつましく私的な生活場面での安定
した生活を望む生活態度が全体の基本的姿として描かれるであろう。
　図1は，生活意識の諸要素のそれぞれの二変数間のクラマー係数をとってみて，0．2以上
の随を示すものを相関の強いものとして，その相関図を描いてみたものである。
　これによると，あらゆる生活意識要素と強い相関をもっという意昧で中心的要素をなし
ているのは「くらしむき満足」である。ついで「収入満足」が中心的位置をしめるが，生
活価値要素との相関が低い。また，仕事，収入，余暇の満足は相互に強い相関関係にある。
「くらしむき満足」と「収入」「仕事」「余暇」の満足意識は相互に不可分の関係にあり，
収入満足は直接に，仕事・余暇満足は「くらしむき満足」を媒介項として，生活階層帰属
意識に相関しているとみてよいのではないか。そこで，我々は後にこの4つの満足要素の
あり方に特に注目したい。
　次に「くらしむき満足」の理由をみてみると，全体の57％が「まあ満足」しているので
あるが，そのうちの42％が，「せいいっぱい働いて得た生活だから」としており，収入要素
の満足とともに「仕事満足」の要素の貢献の大きさを推定せしめる。「くらしに少し不満」
の入の不満理由も21．3％が「せいいっぱい働いても報われないから」としているのである
が，「少し不満」の最大の理由はむしろ「生活が苦しい」＋「将来生活に不安」という収入
要素にかかわるもので，62％の人がそのような不満理由をあげているのである。私たちは，
ここから「くらしむきに満足」しているか，「不満」であるかの相異は，まず経済的な生
活に恵まれているのか，苦しいのかという点に基本的に関係しているという事を推定する
事ができると同時に，他方で，「せいいっぱい働いて報われる」と感ずる事ができるのか否
かという点にかかわっていると推定する事ができよう。いいかえれば，収入一消費隼活と
仕事一余暇生活という二つの生活モメントのあり方が，「くらしむきの満足」と大きな関連
をもつのではないかと推定される。
　では，くらしむき満足を中心として相互に密接に相関する4つの満足意識，すなわち，
「くらしむき」「収入」，「仕事」，「余暇」の満足はそれぞれ相互にどのような関連の仕方を
しているのだろうかをみておこう。図3によれば，収入の満足度の高いものほど「くらし
むきに満足」が高いことはきわめて明らかである。図4によると，「仕事に満足」である
人は「くらしに満足」であるケースが非常に多く，「仕事に非常に不満」である人は「くら
しに不満」であるケースが多いという点では，明白な関連をみてとれる。しかし，「仕事
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図3　くらしむき満足と収入満足
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図4　くらしむき満足と仕事満足
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満足」について「どちらともいえぬ」人や，「少し不満」の人のかなりの部分が「くらし
にまあ満足」としており，この点，「収入満足！lとの相関のあり方と比較するとき，相異
をみることができる。「f振事に少し不満」であっても，「収入」あるいは「余暇」などに満
足であれば「くらし全体」は「まあ満足である」どいうことだろうか。しかし，「仕事不
満」の程度が大きくなると他はどうであれ，「くらしは不満」ということになるのだろう。
図5によると，余暇についてはやはり，満足ないし不満である人はくらしむきについても
満足ないし不満である入が多いが，逆に「くらしに非常に不満」であって「余暇に満足」で
ある人も無視できない。「くらし全体の満足」とのズレ方が，仕事と余暇では相異をみせ
ているといってよい。余暇は満足であっても他の満足要素のレベルによってはくらしは不
満であり，かえってくらし不満の人になれば余暇に力を入れるということがありうるかも
しれない。図6によれば，「仕事満足」と「収入満足」の相関はきわめて高く，同様に，
「収入と余暇」の満足のあり方もきわめて高い相関を示す。図示はしないが，仕事と余暇
についても同様に高い相関を示している。
　以上によって，次のようにいえよう。収入・仕事・余暇の三つの満足意識間にはきわめ
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図5　くらしむき満足と余暇満足
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て強い相関がみられ，これらと「くらしむきの満足」についても一定の相関が明白にみら
れたが，とりわけ収入要素が「くらしむきの満足」と強い相関をもっていた。また，仕事
一余暇のあり方もくらしむきの満足のあり方と独自な相関をもつ事も確認したと思う。
　〔生活階層帰属意識と中流意識〕
　ここまで生活意識要素間の関連を概観してきたが，これらの関連のあり方は階層的地位
の異なるに応じてどのような特色をもつものであろうか。とりわけ生活階層帰属意識と生
活満足意識の関連はどのようなものとみることができるか。
　図7は生活階層帰属意識と生活満足意識の関連を示したものである。ここでは，「非常
に満足」と「まあ満足」を加えたものを「満足」といい，「どちらともいえぬ」，「少し不
満」，「非常に不満」を加えたものを「非満足」と表現し，それぞれサンプルに占める百分
比を示してある。
　一見して明らかなように，全体として「中の上」「中の中」と，「中の下」「下」の間にき
わめて質的な差異が存在する。すなわち，それぞれの点を結んだ8角形は前者において全
体として「満足」の方向に位置し，後者は「非満足」の方向に位置している。そして4つ
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図7　生活階層帰属意識と生活満足意識の構造
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〔階層帰属意識〕
一Q・一中の上56人（10．5％）
一“一中の中253人（47，6％）
一・一中の下186人（35．0％）
一⇔一下26人（4．9％）
くらしむき非満足
の階層のそれぞれについても，余暇満足以外のどの点をとって比較しても「中の上」から
「下」にいたる順序と8角形が「満足」から「非満足」の方向へずれて行く順序が見事に
対応している。ここから生活階層帰属意識が，生活満足意識のあり方からほとんど説明し
うるのではないかと推定できるといってよいだろう。内容的に常識的に考えても，くらし
むきに満足できない中流はありえないとしてよいだろうが，図にみられる対応関係からす
ると，生活意識諸要素の全体に総合的な相関を示す「くらしむきの満足」要素は生活階層
帰属意識の指標たりうるのではないかと推定させるものがある。図8は生活階層帰属意識
と「くらしむきの満足」との関係をみたものである。生活意識からみても，「中の中」以
上は「満足」層であり，「中の下」以下は「非満足」層であって，連続性というよりも断層
があり，「中流」階層90％説に疑問を抱かせるものがあるといってよいのではないか。
　では，それぞれの帰属意識上の地位は，4つの生活満足意識のあり方にどのような特色
をもつのであろうか。表10の（2）は，それぞれの生活意識要素が「くらしむき満足」と結び
ついて，生活階層帰属意識をどの程度説明できるかを示したものである。例えば，「収入・
くらし満足一致型」とは，収入に「満足Jであり，かっくらしむきに「満足」である人お
一211一
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図8　生活階層帰属意識別くらしむき満足
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よび収入に「非満足」でくらしに「非満足」である人を示し，「不一致型」とは，例えば
収入に「非満足」であるにもかかわらずくらしむきに「満足」である，あるいはその逆で
あるような人を示す。一致型の比率が高ければ，収入満足要素のあり方は「くらし満足」
要素のあり方に貢献し，生活階層帰属意識を説明する度合いが高いと考える。表10の（1）に
よれば全体として，「中の上」層はあらゆる点で高い満足のあり方を示し，「下層」はとり
わけ収入，仕事に低い満足を示し，同時にくらしに「非満足」を示している。
　しかし，問題は量：的に支配的な「中の中」層および「中の下」層である。図8にみたよ
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表10一（1）
階層
A属意識
齢しる
?S人梠ﾌ。ｫにﾅ満’足
ｭで
収らで
?ｵあ?xる梠ﾌ人ｫに。ﾅ非’満
ｭ足
仕らあ
魔ｵるﾉ全人梠ﾌ。ｫにﾅ満’耀
ｭで
無く記
魔轤ﾅﾉしあ?Sる梠ﾌ人ｫに　。
ﾅ非’満
余らあ
ﾉしるに全人
梠ﾌ。ｫにﾅ満’足
ｭで
刷く足
ﾉらでﾉしあ?Sる梠ﾌ人ｫに　。
ﾅ非’胴
中の上層 　％W5．7 　％O 　％V6．8 　％O 　％V5．0 　％O
中の中層 38．4 24．7 54．5 12．2 44．9 16．9
中の下層 13．0 60．8 25．7 33．8 21．347．8
下　　層 0 80．6 7．7 65．3 4．2 58．3
衷10一（2）
階層
A属意識
収満
?ｫ●　　　　　＿
ｭら致
ｵ型
収満
?ｫ・不
ｭ一迺vｵ型
仕郷
w量???? 仕満桝ｫ・斎
ｭ一迺vｵ型
余齢
?ｫ
P一
迺v
ｵ型
余満
ﾉ足・帯
ｭ一迺vｵ型
中の上層 　％W5．7 　％P4．3 　％V6．8 　％Q3．2 　％V5．0 　％P5．0
中の中層 63．1 36．9 66．7 33．3 6L8 38．2
中の下層 73．8 26．2 59．5
??。??
69．1 30．9
下　　層 80．6 19．4 88．7 11．7 62．5 37．5
うに「中の中」層は基本的に「くらしむきにまあ満足」しており，「中の下」層は基本的
に非満足である。しかし，この「まあ満足」であれ「非満足」であれ，「収入，仕事，余
暇の満足」との不一致型がかなりの程度含まれて複雑である。余暇と「くらしむきの満足」
の関係についてのみ，「下」層にも不一致型が顕著に含まれている。ではこの特に中間的
地位にみられる不一致の内容はどのようなものであろうか。図9（4）によると「中の中」層
の大半をしめる「くらしにまあ満足」層には，かなりの「収入非満足」が含まれているこ
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図9　生活階剛li｝属意識｛こみる「くらしむき満足」意識と収入・仕事・余暇の満足の関係
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｛9）「中の下」層　くらしむき満足と余暇満足
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　　　　　　八
1／燐
▽／曳
　　〔くらしむきゴ軸足〕
　　まあ満足　　3人
　　どちらとも　　　　　　4入　　いえない
一一一ｭし不満　　12人
一・r一?墲ﾉ不満　 5人
????? ?????????????????
???
暇
?〔
一216一
（続）中流階層帰属意識の分析　217
とがわかろう。これに対して，図9（5＞によると仕事については大半が満足している。余暇
についても60％弱が満足している。（図9の（6））こうして，「中の中」層が「くらしにまあ
満足」している層であるのは，このかぎりでいえば，収入によってのみではなく，仕事や余暇
の満足によってでもあるといってよかろう。これに対して「中の下」層はどうだろうか。こ
の層は基本的にくらしに「非満足」である人が60％をしめており，このくらし非満足層に
注目するかぎり，収入については圧倒的に非満足であり，かっくらしに非満足であるとい
えよう。（図9（7））また余暇については，「まあ満足」をかなり含みつつも，非満足が多数
をしめている。（図9（9））しかるに仕事についていえば，くらしむきに「どちらともいえ
ぬ」非満足の人に特に顕著に，「まあ満足」とする人がかなりみられる。こうして，「中の
下」層は，「中の中」層と比較するとその程度は若干劣るとはいえ，かなりの仕事満足の
人を含み，また余暇満足も一定程度示されるにかかわらず，収入の非満足が圧倒的に示さ
れ，くらしむきに非満足ということになっているといえよう。
　以上によって，次のような点を指摘できよう。
　第一に，「くらしむきの満足度」が生活階層帰属意識の高さにもつとも符号し，またそ
の他の生活意識諸要素とよく相関しているという意昧で，それを生活階層帰属意識の指標
と考えうるのではないか。更に推定してみれば，人々は，くらしむき満足の大きさを指標と
して，中流の程度をおしはかっているのではないか。中流意識を定義づける事は容易ではな
いが，少なくもくらしむきに満足であるという事を中心においた生活意識であると思われ
多様な生活満足意識諸要素や生活価値志向の一定のあり方として定義づけられなければな
らないにちがいない。その意味で，くらしむきに満足であるかどうかが中流帰属の尺度の
中心的要素であると推定しておきたい。
　第二に，この中流帰属意識指標の大きさにもつとも作用している意識要因は「収入満足」
意識である。「仕事満足」「余暇満足」がついで重要な中流意識の説明要因であるとする事
ができるが，これらは特に「中の中」，「中の下」の屈折した中流意識にかかわる重要な説
明要因である。
　第三にこれらの生活満足要素の連関のパターンは生活階層帰属意識を特色づけている。
「中の上」層は，収入，仕事，余暇のすべての点で満足している唯一の層であり，また，
これらと一致して「くらしむきに満足」しているもっとも満たされている層だといってよ
い。これに対して，「中の中」層は，中流意識指標としての「くらしむき満足」において
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「中の上」層についで中流意識を典型的に示す層であるとはいえ不一致型が多く示され，
中流意識尺度と満足感の不一致がもっとも目立っている屈折した中流階層だと考えられ，
しかも量的には我々のサンプルの43％をしめていてもっとも多い。その屈折の内容は収入
の点で非満足でありながらも，余暇の満足や，とりわけ仕事の満足によってくらしむきに
まあ満足しているというものであった。「中の下」層は「中の中」層と異なり，中流意識指
標＝「くらし満足」の点で基本的に非満足であり，したがって中流意識をもたず，「中流」
から区別されるべき点で特色をもつが，「中の中」層についで，不一致型が目立っ層であ
り，その意味では，境界的な屈折した「下」層ないし，「下の上」層というべき特色をも
つ。仕事，余暇の満足意識にみられる屈折の内容は，仕事や余暇に一定程度の高さの満足
を示す人を含みながら，圧倒的に収入に不満であり，くらしに非満足であるというもので
あった。
　「下」層は，あらゆる点で「非満足」である層として特色づけられ，また，余暇につい
て以外は，一致型で，「中の上」層の対極をなしているといえる。
　第四に，人々の過半数が「くらしむきにまあ満足」し，「中の中」以上に属するとして
いる。私の見地からすると，「中の下」以下は「くらしむきに満足」していないという点
で，中流とみなせないことになり，おそらくは質問の仕方を変えてみれば「下の上」と答
える人たちではないかと思われ，中流90％説に異をとなえることになるだろう。
　満足意識以外の生活意識をも考慮すると，現在の多くの人たちの中流意識の平均的なあ
り方は，おそらく次のようなものといってよい。すなわち，収入一消費の家計面で必ずし
も満足しえないにしても，将来，生活は豊かになるだろうと予測し，自重しつつ，仕事志
向を基本的態度とし，「人並みのくらし」だからと他者と比較しつつ，「せいいっぱい働い
てえた生活」なのだ．からとして，「くらしむきにまあ満足」するというものではないだろ
うか。この同じ生活態度をもちつつ，同じ理由で「くらし全体に満足」しえない人たちが，
「中の下」層に代表される残りの人たちである。人々は平均的にはこのような生活態度を
「中流意識」として共有しつつ，それを尺度として，自己を生活階層の一定の地位に位置
づけているのであり，その際，「くらしに満足」であるか否かが，中流階層であるか否か
の指標となっているとひとまずまとめておきたい。
　〔収入階層と生活満足意識〕
　図10は収入階層上の地位と生活満足意識との相関をみたものである。我々は，前稿で収
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図10　収入諸階層の生活満足意識の構造
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くらしむき享団簡足
入階層を生活階層帰属意識との関連で世帯総収入400万円未満層；「中の下」以下層，400
一一U00万未満層＝「中の下」と「中の中」の境界，600万～900万未満層＝「中の中」層，
900万以上層＝「中の上」以上層という関連を指摘した。ここでも，この4階層について
生活満足意識を検討してみよう。その際のここでの関心は，収入諸階層の中流意識として
の特性を明らかにするということである。我々は中流意識としての特性を明らかにするた
めに図IOと図7を比較し，収入諸階層の満足意識の構造がどれほど生活階層帰属意識のそ
れと重なるかを問題とすることによって，その関連を推定してみたい。
（イ）400万未満層＝「中の下」以下層
　図7の「中の下」，「下」層と図10の「400万」未満層を比較すると，きわめて相似した
8角形のパターンをしている。とりわけ「中の下」層とほとんど重なっているといってよ
いだろう。収入については大半が非満足であり，余暇の非満足も大きい。これらはくらし
満足意識を低める方向に作用していると推定される。仕事については過半が満足を示して
おり，くらし全体の満足をたかめるよう作用しているのではないかと思われるが全体とし
一219一
220
て中流意識指標としてのくらしむきの満足を抱く人は50％に達していない。
（ロ）400万以上600万未満層＝「中の中」と「中の下」の境界に位置する層
　この収入レベルで層をとってみると，図7と明確に重なる形は見当らない。まさに，「中
の下」層と「中の中」層の中間的な位置をしめている。
（ハ）600万以上900万未満層＝・「中の中」層
　この収入階層はほとんど図7の「中の中」層の構造と重なっている。収入階層の方に若
干「満足」の方向へのずれがみられ，それに対応して，中流意識指標としてのくらし全体
満足が「満足」の方向にずれているといってよいようだ。この「中の中」層に対応する収
入階層の特色の～つは，余暇満足が他の層に対して相対的に大きい点であろう。
（二）900万以上層＝「中の上」層
　前稿でのべたように，この層には「中の中」帰属意識がかなり混入している。しかし，
「中の上j意識層がかなりの比率で現われてくる層である。図7の「中の上」層の生活満
足意識構造のパターンと比較すると，若干の「非満足」の方向へのズレがみられるとはい
え，かなり重なった対応関係をみてとれる。収入，仕事の満足において非常に高く，余暇
満足において比較的低いが，中流意識指標としての生活満足はきわめて高いとみてよいだ
ろう。
　以上によって図の全体について概括すれば，次のような点が指摘されえよう。収入階層
上の地位と収入満足，「くらしむき満足」は，きわめて相関が高い。階層的地位において
高いほど満足度も高い。収入満足については，600万未満層以下とそれ以上との間にかな
りの満足格差がみられるが，「くらしむき満足」ではそれほどの格差はみられない。また
仕事満足については，どの階層についても一様に高いが，600万以上900万未満層と400万
以上600万未満層ではほとんど一致しており，これらの層は労働生活において，殆んど同
一の状態にある人たちではないかと推定できよう。余暇満足についていえば，中間の二層
の満足の高さが目立っている。要するに，すでにみたように，収入満足のあり方とくらし
むき満足はよく相関してはいるが，収入満足は全体として低く，中流意識指標としてのく
らしむき満足を低下させる方向に作用し，くらしむき満足は他の要因，とりわけ仕事満足
によって補完され，高まっているのではないかと想像される。余暇満足についても，とり
わけ600万以上900万未満層では，収入満足の低さを補完して中流意識をたかめているよう
だ。しかし，前稿でとった収入階層の4区分は，中流意識との対応から考えるとズレがみ
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図11 （イ） 世帯総収入と，くらしむき満足
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られ，適当な区分とはいえなかったようだ。
　図11（ロ）は「収入に少し不満」と，「まあ満足」（合計71．7％）が500万以上600万未満層あ
たりで逆転している事を示している。ところが「くらしむき満足」要素については，200万
層以上で一一貫して「まあ満足」の人が多い。収入満足のあり方とくらし満足のあり方は強
く相関しているとはいえ，600万朱門層では収入非満足を補完する要因がなければこの相
異を説明できないであろう。
　図12はすでに前稿で用いた「人並みくらし指標」によって，それぞれの消費生活水準を
指数化し，それによって，中流階層帰属意識に対応する4階層を便宜的に設定してその生
活満足意識構造の特色をみようとするものである。ここでは，「人並みくらし指標」0．75
未満を「下」層に，0．75以上1．25未満を「中の下」層に，1．25以上1．75未満を「中の中」
層に，1．75以上を「中の上」層に対応するものとして階層化してみた。ここでも基本的に
上記と同じ内容が確認されうるであろう。
　図13は「人並みくらし水準指標」によって生活実態のレベルを区別し，それぞれのレベ
ルの人たちの収入満足および生活階層帰属意識の分布のパターンを表現したものである。
図12　人並みくらし指数と生活満足意識の構造
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全体として上位に行くほど分布曲線の頂点は左にズレて行き，例えば消費水準が低くても
土方の層に帰属するとする人を含みつつも，収入満足も生活階層帰属意識もともに消費水
準ときわめて順序よく対応している事がわかる。しかし，分布曲線の形から判断すると，
消費水準のあり方と生活階層帰属意識の関連の方が収入レベルよりよく対応していると推
定される。
　さて，ここで図10お・よび図12と図7とを比較してみよう。全体としてきわめて相似して
いる。いいかえれば，生活階層帰属意識と収入一消費生活レベルのあいだには，生活満足
意識の構造の点できわめて相似的な関係があり，量的にも一致がみられるとしてよい。し
かし，図10は図12とパターンにおいてほとんど相似的であるが図7とは中間的な二層の仕
事の満足の点で相異する。収入階層と消費水準による階層とは殆んど重なるが，生活階層
帰属意識の階層的地位と大むね対応しながらも，若干の差異を示すことになっている。収
入階層上の地位と消費水準上の地位は中流意識に同一方向で作用している。この二つの階
層的地位と生活階層帰属は，収入満足とくらしむき満足の二要素にお・いてきわめて相似的
である。この二要素のあり方を一つのモメントと考えると，このモメントの作用でこれら
の階層的地位は相似しているのだといってよいのではないか。そして内容的には全体とし
て収入満足は中流意識指標二くらし全体の満足を低める方向に作用していると基本的にと
らえ得よう。収入階層および消費水準の点での階層の生活満足意識のあり方と生活階層帰
属意識上の層のそれとの差異はむしろ仕事一余暇の要因によって生じており，三つの階層
的地位が必ずしもまったく同じものだとはいえない事を示しているように思える。労働生
活，余暇生活の要因が中流意識をたかめる方向に作用し，これらの要因が生活階層帰属と
収入階層・消費階層の差異に関連しているのではないかと推定しておこう。
　〔職業階層と生活満足意議〕
　図14は職業階層とその生活満足意識諸要素との相関をみたものである。前稿の表10およ
び図6において，我々は職業階層と中流階層帰属意識，収入，消費水準のレベルとの相関
をみて，その聞に傾向的な相関関係がある事を指摘した。我々はここでは職業階層と生活
満足意識との相関の姿を素描しょう。我々は，職業階層の生活満足意識の特性をみるに当
って，それがどのように中流意識の点で特色をもつかという点に関心を集中する。そのた
めここでも図7にみられる中流階層帰属意識上の地位に対応する生活満足意識の構造のパ
ターンと比較する事によって，その特色を明らかにしていくことにしよう。
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図工4の（1） 職業階層の生活満足意識の構造
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（イ）会社役員・管理職層
　この層についてはすでに指摘したように，自営業主的役員層を区別する事ができなかっ
た。収入階層としては400万以上700万未満層で「中の中」意識と「中の下」意識をもつ人
で二分されている。図14と図7と比較すると生活満足意識の構造は全体として，「中の中」
のパターンを「中の下」の方向に少しずらした型となっているが，ほとんど重なるといっ
てよい程度である。
（ロ）管理的公務員層
　この層は400万以上700万未満の収入階層に属し，帰属意識の点で「中の中」と「中の下」
層に二分されていた。図14と図7とを比較すると，「中の中」層のパターンを基礎にして，
若干，「中の下」層の：方向にずらしつつも，「余暇満足」の点で「満足」の方向にひつばら
れているという形になっている。すなわち，基本的に「中の中j層のパターンの特色とし
て，収入満足の不足を「仕事満足」で補完し，更にこの層の特色として「余暇満足」の高
さで補完しつつ，くらしむきに満足するというパターンをとっているとしてよいだろう。
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（ハ）軍人・警官等
　この層は，人並みくらし指標や収入階層では典型的に「中の中」層に対応するレベルで
あるが，この層に属する人がほとんど例外なく「中の中」層意識をもち，分散がきわだっ
て小さい点で他の職業階層と区別される特色をもっていた。生活満足意識においても，全
職業階層の中で，もっとも「ハッピー」であるというきわだった特色をもつ事は興昧深い。
「中の中」帰属意識をもち，客観的属性において決して「中の上J層と一致するものでは
ないのにかかわらず，生活満足意識のパターンは「中の上ゴ層のパターンを収入の点で低
め，余暇の点で高めるという形となっている。我々がとりあつかった要因以外の何かが大
きく作用していると考えられるが，それは何だろうか？　疑問が残る。
（ホ）農林漁業層
　この層は400万未満の低所得層であり，かつ大半が「中の下」意識をもつ点で特色をも
っていた。しかし，同様に本図と図7を比較してみると，この職業階層は「下」層のパタ
ーンと比較すると，低いながら「仕事満足」の点で農林漁業層の方が「下」層よりも高く，
それによって補完される形で中流意識指標篇くらし全体満足が「下」層のそれよりも高く
おしあげられている。こうして，「下」層の生活満足意識パターンと相似的でありながら，
結果的には「中の下」層帰属意識をもつにいたっているようだ。
（へ）鉱工運通草営業者層
　この層は400万未満層が48％，400万以上600万未満層38％というように全体として低所
得心であるが，「中の下」31％であり「中の中」が28％弱で，若干，所得階層上の地位よ
りも高いところで生活に満足している。両図を比較してみると基本的に「中の下」層の満
足意識のパターンに近い。しかし，「中の下」層のパターンと比較すると，収入満足，仕事
満足の点で高く「くらしむき満足」においても高い。これは「収入満足」の高さによって
くらし全体満足が押しあげられ，更に，「仕事満足」の大きさがくらし全体満足を押しあ
げているという形になっている。低収入層であるにもかかわらず「下」層よりも「中の下」
帰属意識になっている事は，「収入満足」自体が何かの要因によって相対的に高く満足さ
れており，「仕事満足」が更に押し上げているということができるのではないか。
（ト）販売自営業者層
　全体として400万未満層が過半をしめているが，くらし指数の分散の度合いが大きい特
色をもち，「中の中」が過半をしめていたが，生活満足意識のパターンとしては「中の下」
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層のパターンをそのまま若干「中の中」層のパターンの方向にずらした形をとっている。
（チ）専門的技術的サラリーマン層
　400万以上800万未満層に集中し，「中の中」意識が過半をしめていたが，「中の中」意識
層の生活満足パターンを「仕事満足」の正の方向に著るしく突出せしめている点で特色を
もっているとしてよいだろう。
（リ）事務従事者
　200万以上500万未満層で「中の下」層，500万以上800万未満層で「中の中」層に二分さ
れるという構成であったが，生活満足意識は，余暇満足と収入満足，くらし満足の点で正
の方向に突出した「中の下」層パターンといってよい姿をとっている。事務従事者層は，
「仕事満足」も相対的に低く，余暇満足の高さによって収入満足の低さなどが補完され，
中流意識指標＝くらし満足意識をそれだけ押しあげているという内容上の特色をもってい
るかに思われる。
（ヌ）鉱工運：通労働者層
　200万以上600万未満層に大半がおさまり，「中の下」「中の中」帰属意識層に二分されて
いた。この層は，事務従事者層の生活満足パターンと相似的でありつつも，余暇満足にお
いて収入満足を補完しえず，その分だけ中流意識指標＝くらし全体満足を押しあげきれな
いで，「中の下」層に近くなっているという内容をもっていると思われる。
（ル）販売従事労働者層
　300万以上600万未満層で，「中の下」「中の中」層に二分されていたが，この階層は「中
の下J層パターンをそのまま正の方向に若干ずらした形をしている。「中の下」層の収入
満足より若干高い収入満足意識が，中流意識指標；くらし満足をそれだけ「中の中」の方
向へ若干ずらす結果になっていると推定できよう。
（ヲ）サービス労働者層
　40Q万未満を含み7GO万層まで大半をしめるが，「中の下」と「中の中」帰属意識に二分
されていた。この層は「中の下」層のパターンにみられる収入満足の低さと余暇満足の低
さを「仕事満足」のきわだった突出によって補完し，中流意識指標悪くらしむき満足をた
かめているという内容をもっている。
　図1にみるように，職業階層は，丁度生活意識諸要素のほとんどすべてに相関するとい
う意味でくらしむき満足が中心的生活意識要素とよべたのと同様に，幾つかの地位指標の
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うちで，殆んどすべての生活意識要素と相関する地位指標という意味でも，総合的地位指
標とよぶことができると思われる。以上みてきたように，この職業階層的地位の生活満足
意識との相関のあり方は複雑であった。以上から我々は次のような小早を行なっておこう。
　第一に，我々は中流階層帰属意識上の地位に対応する生活満足意識構造のパターンを基
礎にして，職業階層を中流階層としてどのように理解できるかを特色づけることができた。
したがって，どの職業階層の生活意識についても，それらを中流意識として一定程度説明
する事が可能であるといえる。
　第二に，それぞれの職業階層の中流帰属上の特色，いいかえれば中流化の程度は，基本
的にくらしむき満足の高さによって測定する事ができた。この意味で，くらしむき満足意
識を中流意識指標とする事が有効であった。
　第三に，このくらしむき満足と直接的に相関する満足要素は収入満足であり，まず収入
満足要素の一定のあり方が中流意識のあり方と相関する。この点は，客観的にも，収入階
層上の地位や汰並みくらし水準指標ことしてとらえられた消費水準が，中流階層帰属意
識上の地位と強く相関した事と対応している。この関連を生活満足意識の全体を貫き，中
流意識を構成する収入一くらしむきモメントと呼んでおこう。
　第四に，現状において中間的な二つの層について収入満足は全体として傾向的に中流意
識指標であるくらしむきの満足を引きさげる方向に作用していると思われるが，これを補
完して当該職業階層の中流化をおし進めている補完的要因がある。これは，まず仕事満足
要素である場合が多いが，管理的公務員，事務労働者層における如く余暇満足である場合
もある。このような中流意識の構成部分を，労働一余暇モメントとよんでおきたい。
　第五に，上記の中流意識の収入一くらしむきモメントと労働一余暇モメントの残余は
決して小さくないのではないかと思われる。軍人・警官層ではこれらの成分以外の成分が
強く相関して彼らの中流意識が形成されているように推定された。また，鉱工駆通自営業
にみられるように，収入満足自体が客観的レベル以上に高く満足せしめる何らかの要因も
ありうるようだ。
　このことは，第六に我々の取扱いえた満足意識要素には限界があるということに他なら
ない。生活満足要素のみを限定的に問題にするとしても，多様な生活諸資源に関する満足
意識や生活諸関係についての満足意識など細かな調査をしてみる必要がある事を示唆して
いる。次の調査課題としておきたい。
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　〔諸階層の生活満足意識の主成分分析〕
　以上の小括から，我々は二変数相互間の相関の検討を通して二つのモメントを推定する
事ができた。ここでは，以上の結論を生活満足の4要素について主成分分析を行なった結
果と照合し，一般的命題として確認したい。
　まず，我々は満足度の測定として5段階尺度を用い，4つの満足意識の主成秀を求めて
みた。ここでは相関行列などの結果は省略し，相関行列の固有値および固有ベクトルなど
の表のみを掲げておく。これによると，第1主成分の分散（寄与率）は53．6％であり，固
有ベクトルの要素はいずれも0．7前後の値である。このことから第1主成分は全体にわた
っての平均的な満足度の大きさを表していると解釈される。第E主成分は，収入一くらし
むき満足で負の値をとり，仕事一余暇要因で正の値をとる。したがって，収入一くらしむ
き満足と労働一余暇満足が反対に作用するという事を示すと解釈されるだろう。この第2
主成分の寄与率は20％弱である。これらの主成分分析の結果は，以上の2変数間の関連か
ら内容的に推定してきた結果を見事に総括しているように思われる。そして，この二つの
主成分の累積寄与率は72％となっており，この二つの主成分によって，取扱ったかぎりの
生活満足意識要素と中流意識に関する命題を一般化してもあながち無理ではないというこ
とになるであろう。第H主成分の寄与率20％ということは，この主成分を重視しすぎる事
が誤りである事を示唆するものではあるが，内容的な重要性からみて我々はあえて第H主
成分に注意を喚起しておきたい。
　また，表11の固有ベクトルの大きさは，それぞれの主成分における各要素の重みづけを
示す。第1主成分の生活満足総量においては，収入一くらし満足の両要素の重みづけが大
表11相関行列Rの固有値・固有ベクトル
　　　主成分ﾏ　量 1
?
くらし全体満足 0．77884一〇．41392
収　入　満　足 0．80478一〇32637
余　暇　満　足 0．63547 0．65978
仕　事　満　足 0．69695 0．23783
固　　有　　値 2．14383 0．76972
寄　　与　　率 53．6％ 19．2％
累積寄与率 53．6％ 72．8％
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図15　第1主成分・第H主成分の平面における各層の位置
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きく，この要素が生活満足総量の大きさを大きな重みで規定する事を示している。第ll主
成分は，収入一くらし満足が大きいほど，小さな値をとり，労働一余暇のモメント，とり
わけ余暇満足量：が大きいほど大きな値となることがわかる。
　次に，我々はこれらの主成分の因子スコアを階層的地位によってブレークダウンしてみ
た。図15は各層の平均値を第1主成分・第［主成分の平面上に位置づけてみたものである。
取り扱った層は，生活階層帰属意識，収入階層，入並みくらし指数による消費階層，職業
階層および政党支持である。この図から生活満足のあり方で近い各層を下りにグループ分
けしてみると，表12のような分類をうる事ができた。
　表12によって我々は以上の分析の総まとめを次のように行なうことができるように思う。
　第一に，第1主成分，すなわち意識される生活満足量が大きいか小さいかによって，生
活階層帰属が「中の中」以上層と，「中の下」以下層に区別されている。これは第1主成分
の要素の重みづけからして，収入一くらし満足の大きさによって基本的に区分され，これ
らの要素によってこの両者が断層をもつといえた。我々のサンプルに支配的な中間的な二
層についていえば，同じ中聞的帰属層とはいえ，内容的には，中流意識尺度としてのくら
しむきに満足できるか否かの基本的相異が，この中間的二層を区別しているのである。
　第二に，職業諸階層の中流化の基本的区分が，第1主成分によって与えられているとい
ってよいだろう。中流化の程度の高い職業階層は，個人企業主，サービス自営業主，専門
表12　主成分得点による各層の中流意識類型分類
労働一余暇満足が高い 労働一余暇満足が低い
生 軍：入・警官，管理的公務員 個人企業主，サービス自営業主???
会社役員，専門的技術的労働
ﾒ 専門的技術的自営業主?ﾌ中，中の上，600万以上層
量 民社党，新自由クラブ支持者 自民党支持者?
?
事務従事者，販売労働者 鉱工臨通自営業主???
生産的労働者
?ﾌ下，下，400万未満層
販売自営業主
Tービス労働者
量 社会党，社民連支持者 公明党・共産党支持者
小 支持なし層
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的技術的自営業主などや，軍人・警官，会社役員管理的公務員などであり，中流化の程度
の低い職業階層は，事務従事者，販売労働者，生産的労働者や，上記以外の自営業主など
である。
　第三に，このような第1主成分ではとらえきれない中流意識の特色が，第ll主成分によ
って与えられている事がわかる。このeg　ll主成分による階層区分は，基本的に，いわゆる
給与所得者と自営業主の区分に対応するように思える。すなわち，給与所得者たちは，労
働一余暇満足の高さによって特色づけられ，重みづけからすると，余暇満足の大きさがと
りわけ重要であって，このモメントの補完的作用が中流意識の重要なモメントをなしてい
る。これに対して，自営業主など釜中聞層についていえば，労働一余暇満足は比較的低く，
収入一くらしむきのモメントが中流意識の中で大きな重みを示していると考えられよう。
　第四に，しかし，生活満足総量の大きさ，したがって，また収入一くらしむき満足の大
きさが，この第ll主成分の区分の中でも更に二つのタイプを分割している。労働一余暇満
足が比較的きいている給与所得者層において管理的職業従事者や専門的・技術的サラリー
マンなどの上層サラリーマン層と，事務労働者，販売労働者，生産的労働者などの一般給
与所得者層が区分され，前者は基本的に中流意識の高い層，後者は中流意識の低い層とし
て区別されるといえるだろう。同様に，自営業主脚についても，中流意識の高低によって
二類型が区分されるといえるようだ。
　第五に，政党支持と職業階層の中流化のあり方とのあいだに，表であたえられるような
一定の関連があるのではないかという事を考えてみたい。この表ではそれぞれのセルに入
った政党支持者と職業階層は同一の中流意識タイプをもっているという相関があるのでは
ないかという事が示唆されている。しかし，この点についていえば，これまでの分析は何
もその内容を云々する材料を示しえていない。我々は本表だけから，この重要なテーマに
ついて何らかの示唆をひき出す事を避けておきたい。実際，たとえば，自民党支持者は，
各職業階層から万遍なく多数の支持者を得ており，生活満足意識や中流意識のみから各政
党支持層との関連を論ずることはできない。我々の調査項目には，社会体制の幾つかの次
元についての満足＝肯定度をはかる質問が含まれていた。それによると生活満足意識→社
会体制肯定度沸政党支持のあいだに一定の関連がみられたのであるが，しかし，政党支持
については，こうした意識要因の説明力は必ずしも大きいとはいえないのではないかと思
われることを附加して，この点についての報告は，ここでは避けておくことにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
一　233　一
